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川
内
村
出
身
者
及
び
川
内
村
に
縁
の
あ
る
方

に
よ
り
、
川
内
村
を
応
援
す
る
た
め
に
「
ふ
る
里

か
わ
う
ち
会
　
設
立
の
た
め
の
発
起
人
会
」
が

発
足
さ
れ
、
平
成
23
年
2
月
に
第
一
回
目
の
発
起

人
会
が
東
京
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

り
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
川
内
村
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
27
年
11
月
に
発

起
人
会
が
再
び
立
ち
上
が
り
、
今
年
度
よ
り
具

体
的
な
会
員
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
4
2
0

名
を
超
え
る
会
員
登
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
に
お
い
て
は
、
会
の
運
営
方
法
や

活
動
方
針
の
決
定
、
役
員
の
選
出
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
長 

三
瓶
正
一
さ
ん
、
副
会
長
　
久
保
田

則
男
さ
ん
、
監
事
　
秋
元
尚
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
ふ
る
里
か
わ
う
ち
会
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り

が
、
川
内
村
に
関
す
る
情
報
の
受
信
役
と
発
信

役
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
川
内
村
を
幅

広
く
宣
伝
し
、
同
時
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
で
、
活
気
に
満
ち
た
村
づ
く
り
に
貢

献
し
、
川
内
村
へ
の
移
住
及
び
交
流
人
口
の
拡
大

へ
と
繋
げ
る
た
め
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
平
成
２８
年
度
の
川
内
村
表
彰
式
が
去

る
１１
月
８
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
、
村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
村
政
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
村
功
労
者
を
は
じ
め
各
関

係
の
来
賓
が
出
席
の
下
、
村
の
た
め
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
受
賞
者
に
表
彰
状
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
表
彰
は
消
防
団
員
、
文
化
継
承

等
、
地
域
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

方
、
ま
た
、
震
災
復
興
等
の
た
め
ご
寄
贈

を
い
た
だ
い
た
方
々
で
、
特
別
表
彰
3
件

の
表
彰
で
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
猪
狩
仁
雄
さ
ん
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
村
再
興
の
た
め
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ふ
る
里
か
わ
う
ち
会

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
富
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
川
内
分
会
の
秋

元
隼
人
氏
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
と
交

通
事
故
防
止
の
た
め
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
交

通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
去
る
10
月
25
日
に
双
葉
警
察
署

葉
臨
時

庁
舎
に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
村
長
を
訪
問
し

受
章
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
12
日
に
は
富
岡
地
区
交
通
安

全
協
会
川
内
分
会
の
主
催
で
、
交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銅
章
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

No.
表
彰
区
分

表
彰
区
分

功
績
内
容

特
別
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰

渡
邉 

善
市

渡
邉 

昭
男

猪
狩 

仁
雄

消
防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の

安
全
に
寄
与
さ
れ
た
。

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
西
山
獅

子
の
保
存
継
承
に
寄
与
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
モ
リ
タ
ロ
ウ

基
金
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
。

123



広報かわうち 2016.123

　
川
内
村
出
身
者
及
び
川
内
村
に
縁
の
あ
る
方

に
よ
り
、
川
内
村
を
応
援
す
る
た
め
に
「
ふ
る
里

か
わ
う
ち
会
　
設
立
の
た
め
の
発
起
人
会
」
が

発
足
さ
れ
、
平
成
23
年
2
月
に
第
一
回
目
の
発
起

人
会
が
東
京
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

り
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
川
内
村
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
27
年
11
月
に
発

起
人
会
が
再
び
立
ち
上
が
り
、
今
年
度
よ
り
具

体
的
な
会
員
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
4
2
0

名
を
超
え
る
会
員
登
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
設
立
総
会
に
お
い
て
は
、
会
の
運
営
方
法
や

活
動
方
針
の
決
定
、
役
員
の
選
出
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
長 

三
瓶
正
一
さ
ん
、
副
会
長
　
久
保
田

則
男
さ
ん
、
監
事
　
秋
元
尚
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
ふ
る
里
か
わ
う
ち
会
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り

が
、
川
内
村
に
関
す
る
情
報
の
受
信
役
と
発
信

役
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
川
内
村
を
幅

広
く
宣
伝
し
、
同
時
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
で
、
活
気
に
満
ち
た
村
づ
く
り
に
貢

献
し
、
川
内
村
へ
の
移
住
及
び
交
流
人
口
の
拡
大

へ
と
繋
げ
る
た
め
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
平
成
２８
年
度
の
川
内
村
表
彰
式
が
去

る
１１
月
８
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
、
村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
村
政
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
村
功
労
者
を
は
じ
め
各
関

係
の
来
賓
が
出
席
の
下
、
村
の
た
め
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
受
賞
者
に
表
彰
状
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
表
彰
は
消
防
団
員
、
文
化
継
承

等
、
地
域
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

方
、
ま
た
、
震
災
復
興
等
の
た
め
ご
寄
贈

を
い
た
だ
い
た
方
々
で
、
特
別
表
彰
3
件

の
表
彰
で
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
猪
狩
仁
雄
さ
ん
か

ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
村
再
興
の
た
め
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ふ
る
里
か
わ
う
ち
会

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　
富
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
川
内
分
会
の
秋

元
隼
人
氏
が
、
長
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
と
交

通
事
故
防
止
の
た
め
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
交

通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
去
る
10
月
25
日
に
双
葉
警
察
署

葉
臨
時

庁
舎
に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
村
長
を
訪
問
し

受
章
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
12
日
に
は
富
岡
地
区
交
通
安

全
協
会
川
内
分
会
の
主
催
で
、
交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銅
章
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

No.
表
彰
区
分

表
彰
区
分

功
績
内
容

特
別
表
彰

特
別
表
彰

特
別
表
彰

渡
邉 

善
市

渡
邉 

昭
男

猪
狩 

仁
雄

消
防
団
員
と
し
て
地
域
住
民
の

安
全
に
寄
与
さ
れ
た
。

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
西
山
獅

子
の
保
存
継
承
に
寄
与
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
モ
リ
タ
ロ
ウ

基
金
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
。
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できごと

川
内
小
学
校
・
保
育
園

　
　
　
　
学
習
発
表
会

　

10
月
22
日
（
土
）
に
川
内
小
学
校
体
育
館
に
て
、
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
は
っ
き
り
と
し
た
声
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
学
習
発
表
会
。

　

か
わ
い
い
保
育
園
児
に
よ
る
わ
ら
べ
う
た
「
こ
と
ば
あ
そ
び
」、
長
い
言
葉
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
3
・
4
年
生
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
劇
「
日
本
昔
話
外
伝　

3
人
の
太
郎
」

で
は
、
テ
ン
ポ
あ
る
場
面
展
開
に
会
場
も
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
、
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
1
・
2
年
生

に
よ
る
劇
「
に
ん
じ
ゃ
で
ご
ざ
る
」
は
、
自
信
を
持
っ
た
大
き
な
声
で
の
セ
リ
フ
に
感
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
5
・
6
年
生
の
劇
「
突
撃
！
歴
史
教
室
！
」
は
、
川
内
村
へ
の
思
い
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
新
演
目
の
全
員
合
唱
で
も
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
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できごと

川内中学校清流祭　大成功！　
　10月29日（土）に川内中学校体育館にて、清流祭が
開催されました。
　１年生は「ドラえもん」の道具で仲間が兄弟となり、
それぞれのキャラを生かした劇になりました。2・3年
生は昨年の続き「奇妙な２・３年生の日常」が無事に完
結しました。その他にも、音楽発表では
ダンスやバンド演奏、全校合唱などとて
も盛り上がりました。また、生徒たちが
栽培したサツマイモをPTAのお母さん方
に「大学芋」に調理して頂き休憩時間に
振る舞っていただきました。

第
７
回　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
連
絡
協
議

会
が
主
催
す
る
、「
第
７
回 

安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
11
月
10
日
に
千

葉
県
芝
山
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
豊
か
な
天
然
の
水
を
地

下
か
ら
汲
み
上
げ
、
生
活
用
水
な
ど
に
利
用
し

て
い
る
地
域
が
連
携
し
、
貴
重
な
地
下
水
の
保

全
や
利
活
用
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持
ち
、
地

下
水
保
全
政
策
の
展
開
や
支
援
を
呼
び
掛
け
る

た
め
に
毎
年
11
月
10
日
（
い
～
井
戸
の
日
）
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

構
成
自
治
体
で
あ
る
川
内
村
も
出
席
し
、
他

の
構
成
自
治
体

と
意
見
を
交
わ

し
、
後
世
に
大

切
な
地
下
水
を

残
す
た
め
の
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
の

採
択
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
地
下
水
も
限

り
あ
る
資
源
で

す
。
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
。」

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

　

健
康
で
明
る
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
９
日
（
水
）
川
内
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
中
央
学
級
及

び
一
般
村
民
を
対
象
に
「
生
活
習
慣
病
予
防
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

川
内
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
所
長
医
師
山

崎
聡
先
生
を
お
迎
え
し
、「
か
く
れ
肥
満
に
ご

用
心
、
体
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は　

～
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
等
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
よ
う
～
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
太
っ
て
い
な
く
て
も
体
脂
肪
率
が
高
い

か
く
れ
肥
満
に
注
意
す
る
こ
と
、
適
度
な
運
動

と
食
事
療
法
に
よ
る
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
高
血

圧
に
よ
る
脳

梗
塞
・
心
筋

梗
塞
な
ど
の

病
気
を
防
止

で
き
る
な
ど

日
頃
の
自
己

管
理
の
課
題

と
し
て
熱
心

に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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平
成
28
年
度

福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
功
労
者
表
彰　

受
賞

　

平
成
28
年
10
月
21
日
（
金
）
田
村
市
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
福
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
中
に
表
彰
さ
れ
る
功
労
者
表
彰
に
お

い
て
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
久
保
田

学
委
員
と
猪
狩
利
夫
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
両
者
と
も
勤
続
13
年
以
上
に
よ
る
功
績

が
認
め
ら
れ
、
栄
え
あ
る
こ
の
功
労
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
田
委
員
、
猪
狩
委
員
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
更
な
る
ご
活
躍
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

医
療
費
窓
口
負
担
、
高
速
道

路
無
料
措
置
に
つ
い
て
継
続

要
望
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
12
日
、
川
内
、
広
野
、
南
相
馬
、
田

村
の
４
市
町
村
は
、
福
島
市
の
自
治
会
館
で

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
事
故
に
お

け
る
、
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
の
住
民
を

対
象
と
し
た
医
療
費
窓
口
負
担
な
ど
の
免
除

措
置
と
、
高
速
道
路
無
料
措
置
の
継
続
を
国

に
求
め
ま
し
た
。

　

川
内
村
消
防
団

婦
人
消
防
隊
秋
季
検
閲
式　

　

去
る
10
月
16
日
（
日
）、
川
内
村
村
民
体

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
28
年
度
川
内
村

消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
秋
季
検
閲
式
が
各
関

係
機
関
の
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
消
防

団
員
40
名
、
婦
人
消
防
隊
32
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
狩
団
長
か
ら
、
川
内
村
消
防
団
の
伝
統

を
守
り
、
団
員
、
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地

域
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在
と
し
て
活
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

できごと
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第
3
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

結
果

　

第
3
回
目
の
市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
10
月
15
日
に
開
幕
し
、
本
村
代
表

チ
ー
ム
は
、
初
戦
・
大
玉
村
チ
ー
ム
に
2
対

9
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

試
合
中
は
、
笑
い
の
起
こ
る
楽
し
い
場
面

も
あ
っ
た
り
、
手
に
汗
握
る
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る

場
面
も
あ
っ
た
り
、
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、来
年
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
手
の
皆
様
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た

村
民
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち

開
設
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
は
、
昨
年
の
11
月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
早
い
も
の
で
、１
年
が
た
ち
ま
し
た
。

11
月
５
日
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
開
設

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
『
絆
』
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
は
、
山
木
屋
太
鼓
様
に
よ
る
見
事
な
太

鼓
の
演
奏
、
そ
し
て
紅
晴
美
様
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
村
民
の
方
た
ち
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
も
開
催
し
大
変
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
村
民
の
方
に
も
ご
来
苑
い

た
だ
き
と
て
も
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
入
所
さ
れ

て
い
る
皆
様
も
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ
う
ち
職
員
一
同
村
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

できごと

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

東
京
都　

千
坂　

和
江　
様

 

６
０
、０
０
０
円

茨
城
県　

熊
田　

泰
瑞　
様

 

３
０
、０
０
０
円

※
ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、

公
開
に
つ
い
て
確
認
が
で
き

た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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連載

　特養かわうちで去年の11月か
らお仕事させてもらっている、
須賀川出身の二瓶賢次です。施
設開所１周年を迎えることがで
きてとても嬉しく思っています。
マラソンが好きで川内村マラソ
ンにも参加し、コタコタでした
が無事完走できました。プライ
ベートでは川内村で知り合った
人と奇跡的に結婚できました。一家３人毎日お酒を飲みながら、面白可笑しくバカ
やりながら暮らしています。人の出会いを大切にして頑張りすぎない程度に、頑
張っていきます。

  
 ■次号の人紹介 　 次回は  山

やまなか
中　結

ゆ か
香 さんをご紹介します。

聞いてくんつぇ♪

↑　二
に へ い

瓶 賢
け ん じ

次 さん

も
が
り
笛
山
に
聞
こ
え
る
日
暮
れ
か
な

美
智
子

落
ち
木
の
実
癒
さ
れ
て
ゐ
る
足
の
裏

耳

澄

ま

し

風

の

音

聴

く

冬

隣

山　

雀

御
隠
れ
も
逝
く
も
死
亡
も
露
の
果
て

え

ご

ま

刈

る

媼

の

手

足

よ

く

動

く

美　

穂

錦

秋

の

海

原

杖

を

櫂

に

し

て

退

屈

を

逃

る

ゝ

読

書

夜

長

か

な

英　

水

菊

祭

り

千

輪

咲

き

の

枝

匂

う

行
秋
や
野
辺
こ
ん
が
ら
が
っ
て
吹
か
れ

花　

子

稜

線

の

鋭

き

影

や

濃

龍

胆

玄

関

に

立

ち

て

枯

野

の

芥

落

す

安　

志

息

災

の

体

柚

子

湯

に

撫

で

て

み

る

猫
耳
の
ふ
と
動
き
た
る
木
の
実
落
つ

さ　

と

付

き

合

い

の

重

き

人

あ

り

秋

時

雨

平
和
の
世
紅
葉
さ
わ
ぎ
が
山
降
り
る

き
い
ち

秋

蛙

庭

の

つ

く

ば

い

背

負

ひ

鳴

く

◆
俳
句
つ
れ
づ
れ

子
鎌
切
追
ひ
詰
め
ら
れ
て
構
へ
け
り

　

玄
関
を
出
た
ら
子
鎌
切
が
舗
装
の
庭
先
に
い
た
の
で
、
何
気
な
く
近
寄
っ
た

所
、飛
ん
で
逃
げ
た
の
を
面
白
が
っ
て
三
回
程
追
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。す
る
と
、

石
に
突
き
当
た
り
く
る
り
と
こ
ち
ら
を
向
い
て
「
寄
ら
ば
挟
む
」
の
構
え
を
し

た
の
で
、
そ
の
様
子
を
俳
句
に
し
ま
し
た
。
実
景
で
す
。
命
が
け
で
逃
げ
た
も

の
を
追
っ
て
し
ま
っ
て
済
ま
な
い
思
い
を
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

き
い
ち

川
内
俳
句
会 

十
一
月
句
会
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お知らせ

今
月
の
納
税
（
12
月
）

・
国
民
健
康
保
険
税　

６
期

・
固
定
資
産
税　
　
　

４
期

納
期　

平
成
28
年
12
月
26
日
（
月
）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

12
月
26
日
（
月
）
に
ご
指
定
の
口

座
よ
り
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

※
村
税
納
付
の
口
座
振
替
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

税
務
係

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
４

12
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で

賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
階
会
議
室
）

■
日　

時

　

12
月
８
日
（
木
）、
22
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
２
時

②
郡
山
市

　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

■
日　

時　

12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
4
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水

検
査
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
に
て

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

除
雪
作
業
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
一
定
量
（
約
15
㎝
以
上

の
路
上
積
雪
）
路
面
上
10
㎝
以
下
に

す
る
こ
と
を
原
則
に
村
内
業
者
と
契

約
し
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
除
雪
対

応
重
機
械
の
不
足
に
よ
り
作
業
が
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

出
来
る
限
り
効
率
の
良
い
除
雪
対

策
を
努
め
ま
す
が
、
除
雪
範
囲
も
広

く
、
積
雪
量
に
よ
っ
て
は
２
日
～
３

日
間
に
わ
た
り
除
雪
作
業
が
行
わ
れ

る
地
区
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
各
業
者
と
も
迅
速
な
対
応
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
各
家
庭
の
進

入
路
等
に
排
雪
す
る
事
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
建
設
課（
除
雪
対
策
担
当
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
７

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

村
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
伺
う
た
め
、
行
政
懇
談
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
第
８
行
政
区
、
郡

山
地
区
に
お
け
る
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
、
裏
表
紙
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

飲
料
水
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
11
日
～
平
成
28
年

11
月
10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

４
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

 

受
付
件
数　

０
件　

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
が
Ｎ
Ｄ
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検

出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

す
。
検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や

測
定
条
件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り

測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お

い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満

で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採

取
場
所
②
月
日
③
時
間
④
天
候
を
添

え
て
、
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

雇
用
保
険
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
１
月
よ
り
65
歳
以
上
の

方
も
条
件
（
※
）
を
満
た
せ
ば
、
新

た
に
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上
で
あ
り
、
31
日
以
上
の
雇
用

見
込
み
が
あ
る
こ
と
。
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お知らせ

『
そ
う
そ
う
こ
ど
も
科
学
祭

２
０
１
６
』
の
ご
案
内

　
「
遊
び
」
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」
や

「
科
学
」
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！

　

第
５
回
と
な
る
「
そ
う
そ
う
こ
ど

も
科
学
祭
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
当
日
は
、
地
元
企
業
や
高
校

生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
体
験
型
ブ
ー

ス
を
準
備
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

　

申
込
不
要
。
参
加
無
料
。
当
日
は
、

「
な
み
え
焼
そ
ば
」
な
ど
の
屋
台
で

の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
す
。

※
屋
台
の
ふ
る
ま
い
（
無
料
）
は
数

量
限
定
で
す
。

■
日　

時　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
会　

場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

　
　
　
　
　
（
南
相
馬
市
）

■
対　

象　

小
学
生
及
び
中
学
生

■
問
合
せ　

福
島
県
相
双
地
方
振
興

　

局
企
画
商
工
部

　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
４
２

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル
教
室

　
　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル
で
は
、
教
室

東日本大震災にかかる国県義援金の配分について　
　広報かわうち11月号でお知らせしておりました「国県第二次義援金」の配分額が決定し
ましたので、以下の通り配分致します。

１．配分対象者　平成23年３月11日現在の住民基本台帳を基本とします。
　　　　　　　　（これまでに配分した義援金基準に倣う）
　　　　　　　　※他市町村より国県義援金を受ける旨の申出のあった方、震災後に転入し

た方は対象外です。

２．配　分　額　一人当たり27,200円（内訳：国義援金22,900円、県義援金4,300円）
　　　　　　　　※震災当時、川内村に住基登録が無かったけれど、村内で生活していたと

証明できる方については、一世帯当たり27,200円を配分します。

３．配 分 時 期　12月中旬より順次振込を開始します。
　　　　　　　　振込口座：前回の配分の際に申請された世帯主の口座へ、世帯内の対象者

分をまとめて振込みします。
　　　　　　　　入金確認：金融機関で記帳をして振込をお確かめください。
　　　
★預金口座の解約や変更、請求者の死亡、離縁、世帯人数の変更により振込先の変更等があ

る方については、必ず役場総務課企画政策係（℡0240-38-2111）まで、ご連絡をお願い
します。

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
教
室

で
は
、
初
め
て
の
お
と
な
水
泳
、
週

替
わ
り
４
泳
法
、
小
学
生
・
中
学
生

の
水
泳
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

軽
運
動
教
室
で
は
、お
腹
シ
ェ
イ
プ
、

若
返
り
貯
筋
体
操
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
ー
ル
無
料
教
室
や
、

ご
自
身
の
お
体
の
筋
肉
量
や
脂
肪
量

な
ど
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
体

成
分
分
析
装
置
の
イ
ン
ボ
デ
ィ
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

も
り
た
ろ
う
プ
ー
ル　

　

☎
０
２
４
０

－

２
３

－

５
８
６
１

か
わ
う
ち
の
湯
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

光
の
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
開
催
中
！

　

暗
闇
に
輝
く
、
ふ
る
さ
と
の
光
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

■
期
間　

平
成
28
年
11
月
19
日　
　

　
　
　
　

～
平
成
29
年
１
月
15
日

■
場
所　

か
わ
う
ち
の
湯

　
（
上
川
内
字
小
山
平
５
０
１

－

１
）

■
問
合
せ

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
２
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平成29年度認定こども園かわうち保育園 園児募集について
○受付期間　平成28年12月１日（木）～平成28年12月28日（水）
○受付時間　午前８時から午後５時まで
○受付場所　認定こども園かわうち保育園
○入園できる基準　保育園に入園できる児童は、その家庭（保護者）が次のいずれかの事情に

該当し、保護者や同居の親族等がその児童を保育することができない場合
に限ります。

○必要な書類
　①支給認定申請書利用申込書
　②保育を必要とするとすることを証明するために必要な書類（次の表のとおり）

保育を必要とする理由 必要な書類

就　

労

会 社 勤 務・ 産 休・ 育 休 中 就労（予定）証明書（指定様式）
農　　　　　　　　　　 業 農業従事申立書（指定様式）
自 営 業 ・ 内 職 営業（就業）申立書（指定様式）
求 職 中 求職活動報告書（指定様式）

出 産 出産（予定）児童の母子健康手帳の写し
病 気 ・ 障 が い 診断書または障害者手帳など

親 族 の 看 護・ 介 護 看護・介護を受ける人の診断書又は要介護の状態
がわかるものの写し

就　　　　　　　　　　 学 在学証明書など

③保育料の決定に必要な書類（対象者のみ）
　　　平成28年１月１日に本村に住所がなかった方
　　　平成28年度住民税の所得割額・均等割額が分かる証明書（平成27年中の所得・課税証

　明書など）平成28年１月１日現在の住所があった市区町村からお取り寄せください。

○支給認定について　「子ども・子育て支援制度」では、保育園を利用される際に、児童に応
じて「１号・２号・３号」に区分した支給認定証を交付することとなります。

認定区分 対象者
１ 号 認 定 ３歳以上のお子さんで、保育を必要とせず、教育のみを希望する方
２ 号 認 定 ３歳以上のお子さんで、保育を必要とする方
３ 号 認 定 生後10ヶ月から３歳未満のお子さんで、保育を必要とする方

○２号、３号認定について
　保護者の就労等保育が必要な時間によって保育園の利用時間が決まります。

認定区分 保育の必要量 預かり時間
保育標準時間 就労等で１ヶ月120時間以上 最大11時間
保 育 短 時 間 就労等で１ヶ月48時間以上 最大８時間

■問合せ　〒979-1202　川内村大字下川内字宮坂515　　☎0240-38-2231

お知らせ
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お知らせ（福祉）

川内村民生委員が一斉改選 ８名が再任、５名が新任
　民生委員は、社会奉仕の精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な援
助を行い、社会福祉の増進に努めることが任務となっております。
　任期満了により、新たに12月１日付で厚生労働大臣から13名が任命されました。
　今回の改選では８名が再任され５名が新任です。
　生活上での悩みや困りごとがありましたら地区民生委員へお気軽にご相談ください。

第４区全域担当
三瓶保彦 委員（再任）

第８区毛戸担当
高野濱子 委員（再任）

第１区全域担当
井出美博 委員（新任）

第５区宮渡･宮ノ下担当
猪狩良一 委員（再任）

第８区荻担当
関根　正 委員（再任）

第２区全域担当
古内ヤス子 委員（新任）

第５区坂シ内･田ノ入担当
橫田律恵 委員（新任）

第３区林･古町･原担当
斉藤加代子 委員（新任）

第６区全域担当
鹿股　保 委員（再任）

村内全域担当
新妻かつゑ 委員（再任）

第３区町分･早渡担当
石井愛子 委員（新任）

第７区全域担当
佐久間きみ子 委員（再任）

村内全域担当
西山かね子 委員（再任）

う
つ
を
学
ぶ
家
族
の
相
談
会

公
開
講
座
②

◆
対　
　

象　

う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
御
家

　

族
、
一
般
住
民

◆
日　
　

時　

平
成
28
年
12
月
19
日
（
月
）　

　

13
時
30
分
～
14
時
45
分

◆
場　
　

所　

南
相
馬
合
同
庁
舎 

南
庁
舎
4
階

　

公
開
講
座
…
４
０
１
会
議
室

　

家
族
交
流
会
…
４
０
３
会
議
室

◆
内　
　

容　
「
心
を
軽
く
す
る
運
動
」　

　

家
族
交
流
会
（
14
時
55
分
～　

家
族
の
み
参

　

加
可
能
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
）

◆
講　
　

師　
　

南
相
馬
市　

長
寿
福
祉
課　

　

主
任
作
業
療
法
士　

伊
賀　

裕
貴
子　

氏

◆
申
し
込
み　

相
双
保
健
福
祉
事
務
所　

障
が

　

い
者
支
援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
３
３

12
月
12
日（
月
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

運
動
に
よ
る
疲
労
回
復
効
果
は
、
体
の
疲

労
、
脳
の
疲
労
、
心
の
疲
労
な
ど
様
々
な
疲

労
回
復
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
運
動
は
、

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
神
経
物
質
や
気

分
の
高
揚
と
関
係
が
あ
る
神
経
物
質
を
増
や

し
、
免
疫
力
を
低
下
す
る
物
質
を
排
除
す
る

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
動
か
す
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

　

皆
様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
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お知らせお知らせ（福祉）

こ
こ
ろ
の
相
談
会
に
つ
い
て

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

対
人
関
係
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

等
の
思
春
期
の
問
題
や
ア
ル
コ
ー

ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
、
精
神
科
医
師
に

よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

【
日　

時
】平
成
28
年
12
月
８
日（
木
）

【
場　

所
】
福
島
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
福
島
市
御
山
町
８

－

30
）

※
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
お
電
話

に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】
福
島
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４

－

５
３
５

－

３
５
５
６

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
相
談
会

　

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や

そ
の
対
応
に
困
っ
て
、
一
人
で
抱
え

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
相
談
会
は
「
ご
家
族
が
自
身

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
気

持
ち
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
飲
酒
問
題

に
も
上
手
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
相
談
会
な
の
か
、
一
度
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
（
あ

る
い
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
）
の
方

の
ご
家
族

【
場　

所
】
南
相
馬
市
原
町
保
健
セ

ン
タ
ー
（
住
所
：
南
相
馬
市
原
町
区

小
川
町
３
２
２

－

１
）

【
日
時
・
内
容
】
平
成
28
年
12
月
７

日
（
水
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

★
イ
ネ
イ
ブ
リ
ン
グ
を
や
め
る

★
家
族
相
談
・
交
流

【
申
し
込
み
先
】
相
双
保
健
福
祉
事

務
所　

保
健
福
祉
課　

障
が
い
者
支

援
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
４

－

２
６

－

１
１
３
２

　
12
月
1
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す
。

テ
ー
マ
：
知
っ
て
い
て
も
、
分
か
っ
て

い
て
も　

A
ID

S IS N
O

T O
VER

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、

世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
の
ま
ん

延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る

差
別
・
偏
見
の
解
消
の
た
め
に
12
月

1
日
を
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
定
め
ま

し
た
。

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
、
免

疫
機
能
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
で
様
々

な
病
気
を
発
症
し
た
状
態
（
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
１
年
間
に
お
け
る

新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
報
告
数
は
１
、

０
０
６
件
、
感
染
に
気
づ
か
ず
に
エ

イ
ズ
を
発
症
し
て
報
告
さ
れ
た
新
規

エ
イ
ズ
患
者
報
告
数
は
４
２
８
件
と

な
っ
て
お
り
、
計
１
、４
３
４
件
で

し
た
。

　

前
年
の
１
、５
４
６
件
か
ら
減
少

し
た
も
の
の
、
近
年
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数
は

１
、５
０
０
件
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　

相
双
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
エ
イ

ズ
な
ど
に
関
す
る
相
談
・
検
査
を
無

料
・
匿
名
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
知

り
、
エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
患
者
や
感
染
者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
に
よ
る
相
談　
　
　

 

■
専
用
電
話

　

☎
０
２
４
４

－

２
３

－

７
４
４
８

■
対
応
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

　

※
検
査
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
専
用
電
話
に
よ

る
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座
開
催

　

11
月
12
日
（
土
）　

第
8
区　

毛

戸
集
会
所
に
お
い
て
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

世
界
の
医
療
団
代
表
医
師
の
森
川
す

い
め
い
先
生
か
ら
、
認
知
症
の
基
礎

知
識
・
予
防
法
に
つ
い
て
の
お
話
い

た
だ
い
た
後
、
認
知
症
の
方
へ
の
具

体
的
な
対
応
や
地
域
で
の
見
守
り
や

支
援
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
に
は
〝
認
知
症
の

方
を
応
援
し
ま
す
〟
と
い
う
意
思
を

示
す
目
印
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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こんにちは　
地域包括支援センター　です。
（認知症について知りましょう）

　認知症とは？
　認知症とは、知的機能が低下して、日常生活や社会生活に支障をきたすまでに及んだ状態を
いいます。おもだった症状（中核症状）に記憶障害、見当識（時間、場所、人物などを正しく
認識すること）障害、理解・判断力の低下、実行機能の低下などがあり、そのために、周囲で
起こっている現実を正しく認識できなくなります。

「加齢による物忘れ」と「認知症」の違い

『加齢による物忘れ』 『認知症による物忘れ』
「物忘れ」の自覚がある 「物忘れ」の自覚がない
体験や出来事を思い出せる 体験や出来事を思い出せない
物忘れが進行しない 「物忘れ」が進行する
約束をうっかり忘れる 約束したこと自体を忘れる
日付や場所を理解できる 日付や場所を理解できない
食べた内容の一部を忘れる 食べたこと自体を忘れる

◆早期発見・早期治療が有効です。気になる兆候があったら、すぐにかかりつけ医や専門医に
相談しましょう。

川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わるさまざまな相談を受付けております。
■問合せ　「複合施設ゆふね内」地域包括支援センター　☎ 0240－38－2941

お知らせ（福祉）

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

■
日　
　

時　

12
月
15
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

■
場　
　

所

　

郡
山
市　

若
宮
前
Ｉ
Ｊ
棟　

　

仮
設
住
宅
集
会
所

■
対　
　

象

　

30
歳
以
上
の
女
性

■
料　
　

金　

無
料　

■
検
診
内
容

　

30
歳
以
上

－

医
師
の
視
触
診

と
超
音
波
検
査

　

40
歳
以
上

－

医
師
の
視
触
診

と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

＊
4
月
の
意
向
調
査
時
に
申
し

込
ま
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

避
難
者
が
ん
検
診

　

平
成
28
年
度
集
団
検
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
郡

山
市
及
び
い
わ
き
市
内
の
医
療
機

関
に
お
い
て
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

■
対　
　

象　

40
歳
以
上
の
方
で

今
年
度
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
（
子
宮
が
ん
は
20
歳
以
上
）

■
実
施
期
間

　

検
診
予
約
期
間　

12
月
1
日
～

　

検
診
期
間　

平
成
29
年
2
月
1

日
か
ら
2
月
28
日

■
料　
　

金　

無
料

　

検
診
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
検
診
を

実
施
し
な
い
医
療
機
関
も
あ
り
ま

す
の
で
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は　

保
健
福
祉
課　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

検
診
ま
で
の
流
れ

検
診
希
望
者
が
保
健
福
祉
課
に
連

絡
→
保
健
福
祉
課
か
ら
検
診
可
能

な
医
療
機
関
リ
ス
ト
と
希
望
す
る

が
ん
検
診
の
受
診
録
を
送
付
→
受

診
希
望
者
が
医
療
機
関
に
予
約
→

受
診
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お知らせ（福祉）

遠藤　公一 委員
（上川内字久保）

　震災後に避難を余儀なくされた結果、仕事を奪われ、見知らぬ土地での生活。その弊害とし
て運動不足や食生活の変化、心的ストレスが大きくなり生活習慣病の発生頻度が増大しました。
　福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターが平成26年６月18日付けで「川内村に
おける震災前後の健康診査結果の変化に関する分析結果」を報告しているので、皆さんと一緒
に川内村の健康を考えたいと思います。

１）対象者と調査方法
●調査対象者：東日本大震災以前に川内村に住民登録があった者のうち平成20～22年にお

いて少なくとも１回以上特定健診及び高齢者健診を受診した男女　835人
●調査方法：震災に近い年度に受診した検診結果と震災後最初の年度に実施した結果の変化

２）結果
　835人中490人（男性225人、女性265人　追跡率59％　平均追跡機関1.7年）が震災後の
２年間で健診を受けました。結果は表１のとおりです。

表１．震災前後における川内村の検診結果の推移（異常者割合）
※治療中のものも含む

全　体　（490人） 男　性　（225人） 女　性　（265人）
震災前 震災後 震災前 震災後 震災前 震災後

肥 満 度（％） 24.0 24.7 23.7 24.6 23.2 24.7
高 血 圧（％） 64.9 68.4 64.4 70.7 65.3 66.4
糖 尿 病 型（％） 8.6 11.2 8.9 12.4 8.3 10.2
脂 質 異 常（％） 37.6 46.9 32.4 46.2 41.9 47.8
肝機能異常（％） 11.0 19.4 18.7 29.3 4.5 10.9

　上記の結果は、加齢に伴うものなのか震災に関係するものなのかの確認するために、835人
中平成20～22年度の少なくても２回以上健診を実施した643人について1.8年後の体重や循環
器危険因子（HDL-CやLDL-C、血圧など）の比較を行ったところ、震災前はほぼ変化は無く、
震災を挟んだ２年間においては体重を始めとする健診結果が大きく変動したことがわかりま
す。

　きっと、皆さんのなかにも心当たりのある方がいるのではないでしょうか？震災前後の体重
や血糖値、脂質異常などの変化は加齢による影響は少なく、震災や避難生活などそれに関連す
る影響が考えられます。

　これらの結果は「健診を受けている人」から考えられる健康問題です。健診を
受けていない人については震災による影響についてはわかりません。川内村の健
康問題は何か？どうすればいいのか？できるだけ多くの村民の方が健診を受けて
健康状態を把握して、健康かわうちを目指しましょう。

検診かわら版～健康かわうちを目指して～（16）
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お知らせ（社会福祉協議会より）

ご協力ありがとうございます
～平成28年度社協法人会費納入～

　
　川内村社会福祉協議会は、だれ
もが安心して暮らせる福祉の村づ
くりをめざして、『ふれあい、支え
合い、助け合う、お互い様の地域
づくり』の活動をすすめる民間団
体です。
　地域事情に合わせた福祉事業推
進のために「社協会員会費」は重
要な自主財源となっています。本
年度は法人会費のみご協力をいた
だきました。皆様に心より感謝申
し上げます。

第
２
回
体
力
測
定
会
実
施

　

11
月
4
日
（
金
）
村
民
体
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
川
内
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
高

齢
者
体
力
測
定
会
が
保
健
福
祉

課
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
の
体
力
を
知
り
、

運
動
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
21
名
が
参
加
し

６
種
目
の
体
力
測
定
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

現
在
の
自
分
の
体
力
を
知
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

～
今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

は
、
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ

た
た
か
い
地
域
づ
く
り
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
、
婦

人
会
等
の
関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
時
期
に
、
支
援
を
必
要
と

す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
運
動
で
す
。
今
年
も
各

地
区
の
婦
人
会
役
員
さ
ん
が
各

家
庭
を
訪
問
し
歳
末
募
金
募
集

を
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

■
運
動
期
間

　

平
成
28
年
12
月
１
日
～
31
日

■
運
動
推
進
主
体

　

川
内
村
婦
人
会

法人会費　総額350,000円　（敬称は略します。）

（有）アパレルエンドー 丸川建設（株）

（有）川内自動車整備工場 企業組合かわうちとくさん
（株）ニーズ （有）協川興業
（有）遠藤モーター商会 （有）わたや
（有）渡辺商店 （有）佐久間工務店
大和田建設（株） （株）菊池製作所

（有）三瓶組 コドモエナジー（株）
（有）佐和屋 （株）あぶくま川内
（企）かわうちオフィスサービス 川内村復興有限責任事業組合
（株）KiMiDoRi （株）緑樹
（合）かわうち屋 双葉地方森林組合
郡山信用金庫川内支店 （有）志賀林業

（有）川内工業 （株）大和フォレスト
（有）やまとや （株）横溝
（有）河原組 特別養護老人ホームかわうち
福島さくら農協川内支店 （株）渡辺重建

11月1日現在
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■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

毛
戸
集
会
所

【
6
区
、
７
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

12
月
16
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

6
区
集
会
所

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

♥
小
物
づ
く
り
と

　

お
茶
会

■
日
時　

12
月
８
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■ 

場
所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者

お知らせ（社会福祉協議会より）

♥
善
意
の
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
、
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月
威
男
様
（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月
隆
司
様
（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表
取
締
役

♥
子
育
て
サ
ロ
ン

～
子
育
て
中
の
方
た
ち
が
、

　

仲
間
を
作
り
支
え
合
う
場
で
す
～

　

子
育
て
中
の
親
や
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
、
気
軽
に
・
楽
し
く
・
自

由
に
参
加
し
て
、
育
児
に
関
す
る
情

報
交
換
や
交
流
を
図
り
ま
す
。

■ 

日
程　

12
月
１
日
（
木
）・
12
月

15
日
（
木
）

■
時
間　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所　
五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－
３
８

－
３
８
０
２

♥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

身
近
な
方
と
の
交
流
や
仲
間
づ
く

り
や
楽
し
い
話
し
合
い
の
機
会
を
持

つ
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
12
月
の
予
定
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
５
区
住
民
対
象
】

■
日
時　

12
月
９
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　
五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
８
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

12
月
13
日
（
火
）

　

小
物
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

■ 

持
参
物　

　

裁
縫
道
具
（
針
・
マ
チ
針
・
は
さ

み
）
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
み
づ
く
り
や
仲
間
と
の
交
流

を
目
的
に
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

交
通
手
段
が
な
い
方
は
、
川
内
村

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

心
配
ご
と
相
談
所
（
12
月
予
定
）

　

12
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時

～
11
時
30
分
ま
で
を
受
付
時
間

と
し
て
、
複
合
施
設
ゆ
ふ
ね
に

お
い
て
民
生
児
童
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
お
困
り
の
事

な
ど
相
談
は
何
で
も
結
構
で

す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

楽しくみんなで
遊んでいます♪

ちょっとした運動も
取り入れています♪
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お知らせ（福祉）

■公立小野町地方綜合病院からのお知らせ
平成27年度の決算状況について
　平成27年度は、県より派遣いただいた２名の常勤医師の増員に伴い入院患者・外来患者数ともに増加となり、ま
た、環境改善加算なども加わり医業収益は大幅な増収となりました。支出面においては、旧病院建物の解体工事費や
患者送迎バスルートの拡充経費、患者数増加に伴う薬品などの材料費も増加となったため、決算状況は、収入総額
2,292,106千円に対し支出が2,278,711千円となり収支差引で13,395千円の黒字決算となりました。

　過去３年間の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
年　　度 収　　入 支　　出 収支差引

平成25年度 1,727,756 1,612,304 115,452
平成26年度 1,803,642 2,890,231 △1,086,589
平成27年度 2,292,106 2,278,711 13,395

※平成26年度の決算状況については、旧病院建物等の資産の除却などを行い、1,101,459千円の特別損失を
計上したため、赤字決算となっております。

 ■問合せ　公立小野町地方綜合病院　総務課　☎0247-72-3181

休　日　当　番　医　〈12月〉
　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。
●郡山市

月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

12月４日
わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122　 983-0189
斎藤クリニック 内科・外科・脳外科 芳賀三丁目3-20　 956-3335
相楽眼科 眼科 大槻町字西ノ宮西81-2　 961-5115

12月11日
ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5ロイヤルライフ虎丸1階　 990-0646
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6　 941-2202
さとう皮フ科 皮膚科 富久山町福原字沼下55-138　 931-6666

12月18日
いいもり子ども医院 小児科 富久山町久保田字伊賀河原3　 990-1241
鈴木ファミリークリニック内科小児科 内科・小児科 土瓜二丁目2-4　 952-7711
さくま耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 鶴見坦二丁目9-19　 990-3387

12月23日
チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1　 952-3721
青山医院 内科 日和田町字南原2-133　 958-2925
太田整形外科クリニック 整形外科 不動前一丁目38-1　 921-1114

12月25日
むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79　 933-7788
東城クリニック 心療内科・内科 並木3-6-19　 991-0720
山田眼科医院 眼科 駅前一丁目11-12　 922-1648

12月31日
久米こどもクリニック 小児科 島二丁目50-1　 923-0585
池田内科医院 内科 安積町荒井字下北井前43-5　 946-3251
武田整形外科クリニック 整形外科 大槻町字広町26-1　 961-0818

１月１日
おおのこどもクリニック 小児科 字賀庄54-1　 937-3775
かずま医院 内科・外科 菜根一丁目15-2　 934-7750
あさか野泌尿器透析クリニック 泌尿器科 安積町荒井字太夫場加47-5　 983-1560

１月２日
じんキッズクリニック 小児科 字山崎305-6　 974-2525
東原クリニック 内科、小児科、呼吸器内科、アレルギー内科 喜久田町字前北17-1　 925-1616
ほり耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 横塚二丁目15-5　 941-8733

１月３日
おおがクリニック 小児科・内科 片平町出磬東5-5　 962-0600
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6　 941-2202
眼科君塚医院 眼科 御前南一丁目5　 962-3355

●田村市方面
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）

12月４日 かみや内科クリニック  内科・小児科  小野町大字小野新町字宿ノ後33 72-3212
12月11日 都路診療所  内科・整形外科  田村市都路町古道字寺下50 75-2003
12月18日 春山医院　  内科・小児科・婦人科  三春町字荒町138 62-3239 
12月23日 かとうの内科クリニック　  内科・小児科・循環器科・他  田村市船引町東部台4-81 81-1388
12月25日 石塚医院　　　  内科・小児科・他  小野町小野新町品ノ木123 72-2161
12月29日 東部台こどもクリニック　  小児科・アレルギー科  田村市船引町東部台3-78 81-2580
12月30日 矢吹医院　  小児科・内科・皮膚科  三春町字中町28 62-3015 
12月31日 南東北病院大越診療所  内科・外科・小児科・他  田村市大越町上大越字古川100 79-2121
１月１日 さいとう医院　　  内科・外科・小児科・他  小野町小野新町字中通59-1 72-2500
１月２日 さとう耳鼻咽喉科クリニック  耳鼻咽喉科  田村市船引町船引字堰田82-18 81-1333
１月３日 三春病院　  内科・外科・整形外科・他  三春町六升蒔50 62-3131

●ひらた中央病院
月　日 診療科目 所在地 電話（0247）

【12月】4日、18日、23日、25日、30日、31日 
【１月】１日、２日、３日

内科・外科・整形外科・リハビリテーション科・眼科・ 
呼吸器内科・循環器内科・消化器内科 平田村大字上蓬田字清水内4 55-3333
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戸
籍
の
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村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の

文字を図案化したもの

で、 村民の融和と団結を

表し、 村勢の着実な前進

を象徴しています。 

 （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていただ
きますのでご了承ください。また、専門医による診察も予定しており
ますので、希望の方はご来所ください。

内 科
休 診

12月　毎週火曜日　終日休診（内科医師研修のため）
12月７日（水）　終　　日（内科医師不在のため）
12月15日（木）　終　　日（内科医師不在のため）
12月29日（木）～１月３日（火）まで年末年始にて終日休診

内 科
時間休診

12月28日（水）　午　　後
（医療機器点検・薬剤棚卸・事務作業のため）

専 門 医
診 察 日

〇整形外科診察日　12月６日・13日・20日・27日　
　　　　　　　　　 毎週火曜日午前のみ診療
〇内視鏡検査日　　12月26日（月）
　　　　　　　　　午前のみ診療※要予約制
〇眼科診療日　　　12月 7 日（水）午前のみ診療
〇心療内科診察日　12月15日（木）午後のみ診療

歯 科
休 診

12月29日（木）～１月３日（火）まで年末年始にて終日休診
※来年の歯科診察は、１月４日（水）の午後から開始となります。

歯科時間休診
12月28日（水）　午　　後

（医療機器点検・薬剤棚卸・事務作業のため）
※ 上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合もあ

りますのであらかじめご了承願います。
変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防災
無線等でお知らせいたします。

あしあと
　落ち葉が冷たい風に舞い、冬到来を肌に感じた11月。ストーブ、
こたつ、暖房器具など、欠かせない季節となりました。
　年末年始に向け忙しくなる時期になりますが、風邪など引かな
いよう、暖かくお過ごしください。
 企画政策係　秋元

愛育文庫の
ご案内

今月のおすすめ絵本は

　

ゆ
ふ
ね
待
合
室
わ
き
に
、

絵
本
、
紙
芝
居
、
ビ
デ
オ
を

お
い
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

表紙について
　10月22日に開催された学習発表会での一枚。保育園児、小学生
たちのパワー溢れる発表に感動いたしました。保育園児たちによる
発表の中で、みんなが手を繋ぎ、くるっと回る。また、くるっと回る。
元気よく発表を行っていながらも、離れない小さな手が、印象深かっ
たです。

お知らせ（福祉）
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　伏せた「ざる」のような姿から「ざる菊」
と呼ばれています。丸い、大きな小菊の集
合に、目が向いた方も多いのではないで
しょうか。
　満開の頃、ざるの直径は１メートル程に
なるそうです。また、１本についた花が、
自然に枝分かれをし、少しずつ形が整って
いき、丸くなるとのことで、驚きました。
　ざる菊は、色も様々あり、大きなざる菊
が並ぶ姿はとても素晴らしいです。
　菊の語源は、「窮 ( きわ ) まる」、一年の
最後に咲く花ということに由来しているそ
うです。ざる菊

　

いきいき教室
（南１丁目）

いきいき教室
（若宮前）
いきいきサロン
（６区集会所）

小物づくりとお茶会
（五社の杜）
興学塾

内科終日休診
午前整形外科
興学塾

内科午後休診
歯科午後休診

内科午後休診
興学塾

内科終日休診
午前整形外科
興学塾

内科終日休診
午前整形外科
いきいきサロン
（８区毛戸集会所）
興学塾

内科終日休診
午前整形外科
興学塾

内科終日休診
午前眼科

内科終日休診
午後心療内科
子育てサロン
（五社の杜）
興学塾

子育てサロン
（五社の杜）

かわうち親子
クラブ

心配ごと相談所
（ゆふね）

天皇誕生日

　 　  先勝 友引 先負 

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 

先勝 友引 先負 仏滅 赤口 先勝 友引

東電窓口の時間・場所は９ペー

ジの「12月の賠償金請求に関す

る東京電力㈱相談窓口の開設」

をご覧ください。

2017年
１月３日　内科終日休診
　　　　　歯科終日休診
１月４日　歯科午前休診

子育てサロン
（五社の杜）
興学塾

第８区行政懇談会
８区・毛戸集会所
午後６時～

郡山市内行政懇談会
あさかの杜ゆふね
午後６時～

資源ごみ
毎週水曜日
プラ･ペット･
パック類

燃えるごみ
毎週火金曜日

燃えないごみ
ビン類･カン類･

不燃物 　

プラ･ペット

プラ･ペット　

プラ･ペット

プラ･ペット

　

プラ･ペット

プラ･ペット　

プラ･ペット

プラ･ペット

　

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

　

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ粗大ごみ

不燃ごみ

カン

ビン

不燃ごみ

カン

ビン


